
 
 
平成23年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 
 
平成23年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

1. 特別利益の発生について 
 負ののれん発生益について（連結）   
 平成23年１月24日、マリンテック株式会社の株式取得を行い連結子会社といたしました。今回の株式取得に伴い発生しま
した、負ののれん発生益２億66百万円を特別利益に計上いたします。 
 
2. 特別損失の発生について 
 （1） 減損損失について（連結） 
 「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき収益性の低下している資産について、減損損失１億74百万円を特別損失に
計上いたします。 
 （2） 債務保証損失引当金繰入額について（個別）  
 ベトナムの連結子会社において営業赤字を計上していることから、銀行借入金に係る債務保証損失引当金繰入額２億84
百万円を特別損失に計上いたします。 

修正の理由 
 当連結会計年度の業績は、水産事業では鮮魚市況の低迷や赤潮被害等によりハマチやマダイ等の魚類飼料が減少し、
エビ飼料は前年比では伸びましたが予想よりは下回り、食品事業では皿うどん及び棒状ラーメン、その他の商品は伸びま
したが、価格競争により即席麺類が落ち込んだことなどにより、売上高は３億67百万円（4.2％）の減収、営業利益は売上高
の減少に伴い62百万円（42.0％）の減益、経常利益はベトナムドン安による為替差損の増加により81百万円（48.3％）の減
益となる見込であります。 
 また、上記のとおり特別利益及び特別損失を計上することから、当期純利益につきましては15百万円（32.3％）の増益と
なる見込みであります。 
 
 個別の業績につきましては、連結業績と同様の理由により、売上高は３億71百万円（4.5％）の減収、営業利益は売上高
の減少に伴い51百万円（31.3％）の減益、経常利益は46百万円（17.0％）の減益となる見込みであります。 
 また、上記のとおり特別損失を計上することから、当期純利益は２億20百万円の減益となり当期純損失となる見込みであ
ります。 
 
※ 業績予想につきましては、発表時現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後起
こりうる様々な要因によって異なる場合があります。 
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特別利益及び特別損失の計上並びに業績予想の修正に関するお知らせ  

 当社は、平成23年３月期において特別利益及び特別損失を計上する見込みとなりましたのでお知らせい
たします。 
 併せて、 近の業績動向を踏まえ、平成22年11月４日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしまし
たのでお知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 8,774 149 168 46 9.95
今回修正予想(B) 8,407 86 87 61 13.17
増減額(B-A) △367 △62 △81 15
増減率(%) △4.2 △42.0 △48.3 32.3
（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

8,192 197 246 85 18.19

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 8,343 164 274 46 9.95
今回修正予想(B) 7,971 113 227 △173 △36.92
増減額(B-A) △371 △51 △46 △220
増減率(%) △4.5 △31.3 △17.0 ―
（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

7,958 269 390 △293 △62.46


